
小竹町ワンヘルス推進宣盲

新型コロナウイルス惑糸症をはじめとする「人次共垂慇染症」は、

丈重手段の秀晨、人口の若卜市集ヤ、土地田発と自然栞オぇの変化等、様

々な妥因が複雑に関係し、人と野生動物の生存領戎が変化 したために、

え々野生動物が持っていた病原体が人にも惑糸するようになったとさ

れています。

このように、様々な分野によたがる人次共重盛糸症に対痣するため、
「人と動物のイ定康と素オぇの使仝性は一つ」として捉える「ワンヘルス」

のテヱ念に基づく終谷的な取り組みが求められています。

福岡県では、全国に先駆けて「福岡県ワンヘルス推空基本条例」を

持ll定 し、人と動物の健康及び栞>ぇの使仝性を一体的に守るための6つ

の基本オ針を示すとともに、これを具体化した「福園県ワンヘルス推

進行動計働」を柔定しています。

木町は、人と動物のイ定康及び素>ぇのイ定仝性を一体的に守り、次世代

に継承していくため、下丸の事J頁 に取 り組み、ワンヘルスを推進する

ことをここに宣亡します。

壱乙

1 福岡県ワンヘルスオ仁進行勢計働に基づき、福岡県の取 り組みに皇

携・協力するとともに、ワンヘルス実威た熊を粋と します。

2 町民へのワンヘルスの周次口に券め、チヱ解の促とを図り、その実威

渚勃に対 し、え妥な丈波を行います。
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